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令
和
５
年
度
共
用
品
推
進
機
構
事
業
計
画

～
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
～

令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）３
月
、
理

事
・
監
事
の
書
面
審
議
に
よ
り
、
令
和

５
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ

ス
の
三
つ
の
柱
「
１
．
調
査
・
研
究
」、

「
２
．標
準
化
」、「
３
．普
及
・
啓
発
」
に
、

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
社
会
の
実
現
を
目
指
し

た
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
た
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
本
誌
で
は
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
調
査
・
研
究

（
１
）
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
ニ
ー

ズ
把
握
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
対

し
て
、
障
害
児
・
者
、
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
、
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
供
給
者
と
需
要
者
が

連
携
で
き
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
。

①
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
環
境
に
お
け
る
不
便
さ
等
の
実
態
把

握(

調
査
方
法)

の
検
証
・
実
施

「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ
と
調

査
」
を
、
全
国
に
広
げ
る
た
め
に
、
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
行
っ

た
「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ
と
調

査
」
を
参
考
に
、
新
た
な
地
域
や
職
場

に
つ
い
て
の
「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」

を
実
施
す
る
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
し
い
生
活
様
式

に
お
け
る
不
便
さ
を
解
消
し
て
い
る
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
、
調
査

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
で

の
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
不
便
さ

調
査
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
基
に
、
不
便
さ
を
解
消
し
て
い

る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
の
確
認

を
継
続
し
て
行
う
。

（
２
）
共
用
品
市
場
調
査
の
実
施

令
和
４
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

共
用
品
市
場
規
模
調
査
及
び
手
法
に
関

し
て
の
分
析
を
引
き
続
き
行
い
、
調
査

対
象
の
範
囲
並
び
に
、
今
後
共
用
品
を

普
及
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
課
題

抽
出
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
５
年
度
の

共
用
品
市
場
規
模
調
査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
場

規
模
の
調
査
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

２
．
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
標
準
化
の
推
進

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）の
日
本
産
業

規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）及
び
国
際
規
格（
Ｉ
Ｓ
）

の
作
成
を
行
う
。
ま
た
、
そ
の
作
成
に

資
す
る
た
め
、
国
内
外
の
高
齢
者
・
障

害
者
配
慮
の
規
格
に
繋
が
る
た
め
の
調

査
・
研
究
・
検
証
を
行
う
。

①
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
国
際
規
格
の

作
成
及
び
調
査
・
研
究

令
和
４
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
国

際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
内
の
Ｔ
Ｃ

１
７
３（
障
害
の
あ
る
人
が
使
用
す
る

機
器
）及
び
Ｔ
Ｃ
１
５
９（
人
間
工
学
）

に
提
案
し
承
認
さ
れ
た
案
件
を
、
国
際

規
格
制
定
に
向
け
て
作
業
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ
Ｇ
）で
審
議
す
る
。

ⅰ
．
福
祉
機
器
―
福
祉
機
器
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
感
覚
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
調

査
に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ⅱ
．
新
た
な
日
常
生
活
に
お
け
る
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
配
慮
設
計
指
針

②
共
用
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

サ
ー
ビ
ス
）
の
国
内
標
準
化
に
向
け
た

調
査
・
研
究

新
規
に
開
発
し
た
共
用
サ
ー
ビ
ス

（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
の
検
証

を
行
う
と
と
も
に
、
職
場
、
店
舗
、
消

費
者
窓
口
、
医
療
、
公
共
施
設
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
既

存
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
各
種
ニ
ー
ズ

共用品・共用サービスの三つの柱
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調
査
等
を
整
理
分
析
し
、
開
発
す
べ
き

共
用
サ
ー
ビ
ス
の
共
通
並
び
に
個
別
規

格
の
体
系
図
を
基
に
、
新
規
の
ア
ク
セ

シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス（
共
用
サ
ー
ビ
ス
）

規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）の
検
討
を
行
う
。

３
．
普
及
及
び
啓
発

開
発
・
販
売
・
市
場
化
さ
れ
た
共

用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
・
共
用
シ
ス
テ

ム
を
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
展
示
会
、
講
座
、
市
場
規
模
調

査
、
国
際
連
携
等
、
令
和
４
年
度
ま
で

に
実
践
し
て
き
た
事
項
を
基
に
行
う
。

（
１
）
共
用
品
普
及
の
た
め
の
共
用
品

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実
施

令
和
４
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
共

用
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
試
行
を
基

に
、
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
多
く
の
消

費
者
が
、
的
確
な
共
用
品
を
選
択
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
使
い
や

す
さ
や
検
索
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

試
行
を
開
始
す
る
。
試
行
の
際
、
令
和

元
年
度
ま
で
に
作
成
し
た
高
齢
者
・
障

害
者
配
慮
設
計
指
針
の
日
本
産
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド

７
１
、
関
係
業
界
の
高
齢
者
・
障
害
者

配
慮
基
準
等
、
関
係
機
関
と
協
議
し
作

成
し
た
共
用
品（
＝
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ

ザ
イ
ン
）共
通
基
準（
素
案
）を
基
に
作

成
し
た
共
用
品
の
使
用
性
評
価
制
度
に

沿
っ
て
検
証
す
る
。

（
２
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
展
示

会
の
実
施

令
和
５
年
度
は
、
展
示
会
主
催
者
に

協
力
し
、
展
示
会
に
お
け
る
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
の
実
践
を
継
続
す
る
。
ま

た
、
共
用
品
の
展
示
に
関
し
て
は
、
展

示
会
を
実
施
し
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に

共
用
品
及
び
共
用
品
の
考
え
方
の
普
及

を
継
続
し
て
行
う
。

（
３
）
国
内
外
の
高
齢
者
・
障
害
者
、

難
病
等
関
連
機
関
と
の
連
携

国
内
外
の
関
連
機
関
と
連
携
を
し
、

各
種
情
報
を
共
有
し
、
共
用
品
・
共
用

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
図
る
。（
ア
ク
セ

シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
等
）

（
４
）
障
害
当
事
者
等
の
ニ
ー
ズ
の
収
集

令
和
４
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

障
害
の
あ
る
人
達
を
対
象
と
し
た
ニ
ー

ズ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
継
続
的
に
収
集
し

な
が
ら
、
収
集
し
た
ニ
ー
ズ
を
基
に
共

用
品
の
重
要
性
を
深
め
普
及
を
促
進
す

る
方
法
の
検
討
を
行
う
。

（
５
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

本
財
団
の
活
動
や
収
集
し
た
関
係

情
報
を
掲
載
し
た
機
関
誌
、
電
子
メ
ー

ル
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
各
種
媒
体
な
ど

で
情
報
を
継
続
的
に
提
供
す
る
。
不
便

さ
調
査
報
告
書
の
冊
子
を
希
望
者
に
実

費
配
布
し
、
個
人
・
法
人
へ
の
啓
発
を

行
う
。

新規共用品ウェブサイト日本語版の正式な URL は以下です。
https://www.kyoyohin.org/ja/
従来の URL でも自動転送されますので、これまで通りの URL を使用し
ていただいて大丈夫です。
https://www.kyoyohin.org/

新規共用品ウェブサイトイメージ
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共生社会を伝える絵本
は
じ
め
に

絵
本
の
多
く
は
、
子
ど
も
達
を
対

象
に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
使
用
す

る
単
語
、
文
体
、
文
字
数
な
ど
に
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

工
夫
の
多
く
は
、
子
ど
も
以
外
の
人

達
へ
の
読
み
や
す
さ
、
分
か
り
や
す

さ
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

共
用
品
推
進
機
構
で
は
、
前
身
の

市
民
団
体
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

発
足
以
来
、
多
く
の
絵
本
作
成
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
イ
ン
ク
ル

の
特
集
「
絵
本
と
共
生
社
会
」
で
は
、

絵
本
専
門
店
、
絵
本
推
進
機
関
、
そ

し
て
絵
本
を
通
じ
て
、「
共
生
社
会
」、

「
障
害
と
は
」
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

え
ほ
ん
　
障
害
者
権
利
条
約

こ
の
絵
本
は
、
２
０
０
６
年
に
国

連
で
誕
生
し
、
２
０
１
４
年
１
月
20

日
、日
本
が
批
准
し
た「
障
害
者
権
利

条
約
」
を
、
子
ど
も
達
の
心
に
も
届
く

よ
う
に
と
、
日
本
障
害
者
協
議
会（
Ｊ

Ｄ
）の
代
表
を
務
め
る
藤ふ
じ
い井
克か
つ
の
り徳
さ

ん
が
企
画
し
作
成
し
ま
し
た
。

絵
本
の
中
で
は
、
こ
の
条
約
に
人

格
を
も
た
せ
、
誕
生
は
キ
リ
ス
ト
が

生
ま
れ
た
馬
小
屋
を
想
起
さ
せ
る
場

面
の
絵
で
示
し
、
障
害
が
あ
る
人
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ル
ー
ル

を
携
え
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ル
に
は
、
障

害
と
は
？　

平
等
と
は
？　

一
人
一

人
が
大
切
に
さ
れ
る
と
は
？
へ
の
答

え
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
こ

の
条
約
が
、
目
指
す
社
会
を
示
す
北

極
星
で
あ
り
ま
た
、
今
の
世
の
中
へ

の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
、
藤
井
さ
ん
は

伝
え
て
い
ま
す
。

後
半
で
は
、
日
本
に
誕
生
し
た
障

害
者
権
利
条
約
で
あ
る
主
人
公
の

彼
が
、
将
来
の
日
本
を
思
い
描
い
た

社
会
が
イ
ラ
ス
ト
で
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
会
、
ダ
ン
ス
、

落
語
を
普
通
に
観
賞
し
た
り
演
じ
る

障
害
者
、
そ
し
て
、
駅
、
映
画
館
、
公

園
、
体
育
館
、
学
校
、
結
婚
式
場
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
会
社
、
街
並
み
に
も
、
普

通
に
生
活
す
る
障
害
者
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
最
後
の
ペ
ー
ジ
で

は
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
は
多
く
の
人

の
賛
同
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

『
ク
ワ
ガ
ド
ー
エ
の
お
客
さ
ん
』

障
害
者
権
利
条
約
に
登
場
す
る
合

理
的
配
慮
は
、
多
く
の
人
へ
の
通
常

の
配
慮
だ
け
で
は
利
用
が
困
難
な
人

達
に
対
し
て
、
よ
り
配
慮
す
る
こ
と

を
さ
す
言
葉
で
す
。
そ
こ
に
は
、「
過

度
の
負
担
が
な
い
場
合
に
行
う
」
と

注
釈
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
分
か
り

づ
ら
く
、「
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
？
」
を
伝
え
る
の
が
困
難
で
し
た
。

そ
ん
な
困
難
を
解
決
す
る
絵
本
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

東
京
の
江
戸
川
区
が
、
昨
年
８
月

に
作
っ
た
絵
本
『
ク
ワ
ガ
ド
ー
エ
の
お

客
さ
ん
』（
文
・
絵
：
か
め
お
か
あ
き

こ
）が
そ
れ
で
す
。

動
物
の
ワ
ラ
ビ
ー
が
開
店
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
に
は
、口
ば
し
の
長
い
ア
オ

サ
ギ
、
左
右
に
大
き
く
伸
び
た
角
を

２
本
持
つ
ヘ
ラ
ジ
カ
、
ト
ラ
達
が
来

店
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
理

由
で
、
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。入
口
は
ヘ
ラ
ジ
カ
の
角
が

つ
っ
か
え
て
し
ま
い
、
底
の
浅
い
ス
ー

プ
皿
は
ア
オ
サ
ギ
の
長
い
口
ば
し
で

は
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

後
の
経
過
は
、
皆
さ
ん
読
ん
で
の
お

楽
し
み
で
す
が
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
で

は
入
り
口
が
広
く
な
り
、
庭
も
開
放

さ
れ
、
ア
オ
サ
ギ
の
テ
ー
ブ
ル
に
は

平
ら
で
な
い
皿
が
あ
り
ま
す
。

絵
本
名
で
検
索
す
る
と
、
江
戸
川

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
、
音
声
版
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク

版
、
そ
れ
ぞ
れ
を
日
本
語
、
英
語
版
で

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

星ほ
し
か
わ川
安や
す
ゆ
き之

『えほん 障害者権利条約』

『クワガドーエのお客さん』
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障
害
を
知
る
絵
本

共
用
品
推
進
機
構
で
は
、
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
障
害
の
有
無

や
年
齢
の
高
低
に
関
わ
り
な
く
共
に

使
え
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
事

業
を
、
そ
の
前
身
の
市
民
団
体
「
Ｅ

＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
時
代
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
点
は
、
障

害
が
あ
る
人
の
、
日
常
生
活
に
お
け

る
不
便
さ
、
工
夫
、
望
む
こ
と
を
知

る
た
め
の
調
査
で
す
。
１
９
９
１
年

か
ら
２
年
間
か
け
て
行
っ
た
視
覚
障

害
者
へ
の
調
査
で
は
、
約
３
０
０
人

の
人
た
ち
か
ら
数
多
く
の
不
便
さ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
れ

を
文
字
と
グ
ラ
フ
と
で
報
告
書
に
し

て
、
公
的
機
関
、
民
間
機
関
に
配
布

し
た
結
果
、
不
便
さ
を
解
決
し
た
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
人
、
機

関
が
出
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
不

便
さ
を
解
決
し
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

も
出
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
視
覚

障
害
者
の
不
便
さ
全
般
を
知
る
た
め

に
は
、
文
字
、
グ
ラ
フ
だ
け
の
報
告

書
で
は
不
十
分
で
し
た
。
そ
の
解
決

方
法
と
し
て
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が

提
案
し
た
の
は
、
調
査
結
果
を
も
と

に
、
視
覚
障
害
者
の
一
日
を
絵
本
で

紹
介
す
る
こ
と
で
し
た
。『
朝
子
さ

ん
の
一
日
』
と
タ
イ
ト
ル
の
つ
い
た

そ
の
絵
本
に
は
、
朝
起
き
る
時
に
は

音
声
時
計
を
使
い
、
料
理
に
使
う
複

数
の
調
味
料
の
瓶
に
は
点
字
で
表
示

を
付
け
、
洋
服
は
上
下
色
の
組
み
合

わ
せ
が
し
や
す
い
よ
う
に
収
納
し
、

会
社
に
着
く
と
音
声
ソ
フ
ト
が
入
っ

た
パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
を
し
、
通
勤
電

車
や
買
い
物
は
、
周
り
の
人
に
声
を

掛
け
て
も
ら
い
説
明
し
て
も
ら
う
な

ど
、
一
日
の
生
活
が
笑
顔
の
朝
子
さ

ん
と
共
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

障
害
を
知
る
絵
本
の
草
分
け
は
、

『
さ
っ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
て
』（
偕

成
社
）
で
す
。
１
９
８
５
年
に
出
版

さ
れ
今
で
も
重
版
さ
れ
、
多
く
の
書

店
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
並
ん
で
い
ま

す
。
先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会

が
企
画
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

手
指
欠
損
の
あ
る
お
子
さ
ん
の

お
母
さ
ん
や
、
ご
自
身
が
手
指
欠
損

の
あ
る
お
母
さ
ん
が
中
心
に
な
り
、

さ
っ
ち
ゃ
ん
と
い
う
手
指
欠
損
の
子

ど
も
が
、
幼
稚
園
で
友
だ
ち
に
右
の

手
指
が
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
物
語
が
動
き
出
し
ま

す
。読
ま
れ
て
い
な
い
人
の
た
め
に
、

内
容
は
ふ
せ
て
お
き
ま
す
が
、
こ
れ

だ
け
長
い
間
、
書
店
に
並
び
続
け
て

い
る
の
が
納
得
で
き
る
本
で
す
。

『
バ
ス
が
き
ま
し
た
よ
』（
ア
リ

ス
館
）
は
、
白
泉
社
が
発
行
す
る
絵

本
雑
誌
『
Ｍ
Ｏ
Ｅ
』
が
主
催
す
る

第
15
回
Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん
大
賞

２
０
２
２
で
、
10
位
に
選
ば
れ
た
絵

本
で
す
。
物
語
は
、
網
膜
色
素
変
性

症
に
よ
り
視
覚
障
害
に
な
っ
た
男
性

が
、
意
を
決
し
て
一
人
で
バ
ス
通
勤

を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

一
人
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
と
、
来

た
バ
ス
が
自
分
が
乗
る
べ
き
バ
ス
か

ど
う
か
、
バ
ス
に
乗
れ
て
も
、
席
が

空
い
て
い
る
か
ど
う
か
一
人
で
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
不
安
な
毎
日

を
お
く
っ
て
い
る
と
、
あ
る
日
バ
ス

停
で
「
バ
ス
が
来
ま
し
た
よ
」
と
、

小
学
生
の
女
の
子
が
声
を
掛
け
て
き

た
の
で
す
。
さ
ら
に
車
内
で
空
い
て

い
る
席
を
案
内
し
て
く
れ
、
話
も
は

ず
み
ま
す
。
そ
の
状
況
は
彼
女
が
小

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
続
き
、
そ
の

後
は
妹
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。

実
話
を
も
と
に
し
た
こ
の
絵
本
で

は
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
声
掛
け
に

つ
い
て
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

星
川
安
之

障害を伝える絵本

『さっちゃんのまほうのて』

『朝子さんの一日』

『バスが来ましたよ』
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国
際
児
童
図
書
評
議
会（
Ｉ
Ｂ
Ｂ

Ｙ
）
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
イ
ェ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン
が
「
す

ば
ら
し
い
子
ど
も
の
本
は
、
人
び
と

が
理
解
し
あ
う
た
め
の
〝
か
け
橋
〟

に
な
る
」
と
い
う
信
条
の
も
と
、
第

２
次
世
界
大
戦
の
混
乱
期
を
経
て
、

１
９
５
３
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
は
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
に
置
か

れ
、
現
在
80
の
国
と
地
域
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
の
理
念
に
共
鳴
し
て
、

１
９
７
４
年
日
本
で
は
、
日
本
国
際
児

童
図
書
評
議
会（
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）が
設
立

さ
れ
、
日
本
と
海
外
の
子
ど
も
達
を
本

で
結
ぶ
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
に
推
薦

す
る
日
本
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
を

選
定
す
る
事
業
で
す
。「
２
０
２
３

年
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図

書
」
に
は
、
10
冊
の
児
童
図
書
を
推

薦
し
ま
し
た
。

選
出
さ
れ
た
３
冊

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
推
薦
図
書
の
中
か
ら

世界のバリアフリー児童図書

22
カ
国
の
40
冊
を
障
害
が
あ
る
子
ど

も
達
の
読
書
を
支
援
す
る
本
、
障
害

を
理
解
す
る
本
と
し
て
選
出
。
日
本

か
ら
は
次
の
３
冊
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

①
『
仕
事
に
行
っ
て
き
ま
す 

１ 

ク
ッ

キ
ー
づ
く
り
の
仕
事
』（
編
集
企
画
・
文
：

コ
ト
ノ
ネ
編
集
部
）
障
害
を
持
っ
た
方

の
働
き
方
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま

で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
具
体
的
に
紹
介
。

②『
り
ん
ご 

だ
ん
だ
ん
』（
写
真
と
文
：

小お
が
わ川
忠た
だ
ひ
ろ博
）
食
器
棚
に
し
ま
っ
て
い

る
り
ん
ご
の
変
化
を
写
真
で
残
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
記
録
。

③
『
わ
た
し
が
障
害
者
じ
ゃ
な
く
な

る
日
～
難
病
で
動
け
な
く
て
も
ふ
つ

う
に
生
き
ら
れ
る
世
の
中
の
つ
く
り

か
た
』（
著
：
海え

び
は
ら

老
原
宏ひ
ろ
み美

）「
共
に
生

き
る
社
会
」
を
著
者
自
ら
問
題
提
起

し
た
作
品
。

こ
れ
ら
の
本
は
、
３
月
６
～
９
日

に
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
催

さ
れ
た
、
児
童
図
書
の
専
門
展
示
会

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
」

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
40
冊

の
本
は
、
日
本
を
含
め
た
希
望
す
る

国
々
に
巡
回
さ
れ
る
予
定
で
す
。

木き
は
ら原
慶け
い
こ子

『 仕 事に行ってきます①
クッキーづくりの仕事 洋
美さんの１日』（季刊『コトノ
ネ』編集部／埼玉福祉会）

『わたしが障害者じゃなく
なる日』（海老原宏美 著／

旬報社）

『めねぎのうえんのガ・ガ・
ガーン !』（多屋光孫 文・絵

／合同出版）

『車いすで国会へ』（舩後
靖彦・加藤悦子・堀切リエ 

作／子どもの未来社）

『りんご だんだん』
（小川忠博 写真・文

／あすなろ書房）

『ふーってして』
（松田奈那子 作
／ KADOKAWA）

『音にさわる―はるなつ
あきふゆをたのしむ「手」

―』（広瀬浩二郎 作／
日比野尚子 絵／偕成社）

『かける』
（はらぺこめがね 作

／佼成出版社）

『どちらがおおい？ 
かぞえるえほん』

（村山純子作／小学館）

『まどのむこうのくだもの
なあに？』（荒井真紀 作／

福音館書店）

日本から推薦された図書
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子どもの本専門店　クレヨンハウス
共生社会との懸け橋に

吉
祥
寺
へ
引
っ
越
し

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
作
家
の
落

合
恵
子
さ
ん
が
、「
子
ど
も
も
大
人

も
、
一
人
一
人
が
自
分
で
あ
る
場
を

作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
東
京

表
参
道
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
て

１
９
７
６
年
に
開
い
た
子
ど
も
の
本

専
門
店
で
す
。
そ
の
店
が
、
昨
年
12
月

に
表
参
道
か
ら
、
武
蔵
野
市
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
吉
祥
寺
駅
北
口
か
ら

数
分
歩
く
と
、
引
っ
越
し
て
き
た
「
ク

レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
」
が
見
え
て
き
ま
す
。

一
階
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク（
有
機
）の

食
材
売
り
場
と
レ
ス
ト
ラ
ン
、
二
階

に
あ
が
る
と
絵
本
の
世
界
が
広
が
り

ま
す
。
店
に
入
る
と
す
ぐ
に
、
赤
ち
ゃ

ん
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
乗
せ
た
お
母
さ
ん
、

白
杖
を
つ
い
た
女
性
と
同
行
者
の
二

人
連
れ
、
車
椅
子
使
用
者
と
友
人
の

二
人
連
れ
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

大
き
な
テ
ー
ブ
ル

種
類
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
本
棚
は
、

車
椅
子
使
用
者
、
幼
い
子
ど
も
達
で

も
届
く
高
さ
で
、
年
齢
、
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
人
を
歓
迎
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
奥
に
進

む
と
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
図

書
館
の
よ
う
に
店
内
の
絵
本
を
も
っ

て
き
て
、
熱
心
に
読
ん
で
い
る
子
ど
も

達
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
あ
の
大
き

な
テ
ー
ブ
ル
は
開
店
当
時
か
ら
の
も

の
で
、
当
初
か
ら
じ
っ
く
り
納
得
が
い

く
ま
で
読
ん
で
購
入
す
る
か
を
判
断

す
る
『
座
り
読
み
』
を
推
奨
し
て
い
ま

す
」
と
、
店
長
の
吉よ
し
む
ら村

厚あ
つ
こ子

さ
ん
が
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。大
阪
で
保
育
士
を

さ
れ
て
い
た
吉
村
さ
ん
は
無
類
の
絵

本
好
き
、
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
が
大
阪
に

店
を
出
す
こ
と
を
知
り
、「
大
阪
に
新

し
い
文
化
で
き
る
！
」
と
思
い
応
募
、

大
阪
店
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。「
大
阪
で

は
、
障
害
の
あ
る
方
と
来
ら
れ
る
介

助
の
方
が
、
障
害
の
あ
る
方
が
不
便

を
感
じ
て
い
る
こ
と
や
興
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
東
京
で
は
、
お

客
さ
ま
か
ら
の
説
明
は
多
く
な
い
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
望
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
を
察
し
て
知
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。そ
し
て
望
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
お
尋
ね
す
る
場
合
、
そ
の

方
の
負
担
に
な
ら
な
い
言
葉
か
け
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
冊
の
理
由

絵
本
担
当
で
サ
ブ
チ
ー
フ
の
鏡
か
が
み

鉄て
っ
ぺ
い平

さ
ん
は
入
社
８
年
目
、一
般
書
店

勤
務
の
経
験
も
あ
り
ま
す
。「
障
が
い

や
共
生
社
会
に
関
す
る
絵
本
を
探
し

に
来
ら
れ
る
方
や
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
来
店
も
多
い
で
す
ね
。
常
連
の

お
客
さ
ん
の
中
に
、
弱
視
の
方
が
お

ら
れ
ま
す
。
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
、

全
て
の
絵
本
を
ス
タ
ッ
フ
が
読
ん
で
、

推
薦
す
る
本
を
月
刊
の
『
ク
レ
ヨ
ン
ハ

ウ
ス
通
信
』
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ

の
方
は
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
絵

本
の
中
で
、
ご
自
分
で
読
ま
れ
る
本
、

ど
な
た
か
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
本

を
見
つ
け
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
来

ら
れ
る
度
に
、
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
絵
本
の
話
、
世
間
話
を
す
る
の

が
私
に
と
っ
て
の
楽
し
み
に
な
っ
て

い
ま
す
」。

鏡
さ
ん
に
、
共
生
社
会
と
絵
本
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
う
か
が
い
た

い
と
伝
え
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
事
前

に
多
く
の
本
を
棚
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
１
冊

『
父
さ
ん
は
ど
う
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
に
投

票
し
た
の
？
』（
エ
ル
く
ら
ぶ
）は
、
ヒ

ト
ラ
ー
政
権
が
誕
生
す
る
前
後
を
描

い
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
選
ん
で
く

れ
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
絵
本
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
紹
介
し
な
い

と
埋
も
れ
て
し
ま
う
本
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
本
を
社
会
に
つ

な
ぐ
絵
本
専
門
店
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

星
川
安
之

『父さんはどうして
ヒトラーに投票したの？』

大きなテーブルでの鏡さん



2023.3.25 8

インクル  第143号

こ
こ
で
は
、
絵
本
作
家
ピ
ー
タ
ー
・

レ
イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
の
描
い
た
絵
本
を

３
冊
紹
介
し
ま
す
。

ピ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、
１
９
６
１
年

カ
ナ
ダ
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵

や
漫
画
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
そ

れ
を
励
ま
し
て
く
れ
た
教
師
が
い
た

こ
と
で
絵
本
作
家
に
な
っ
た
と
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

彼
が
描
く
絵
本
の
中
に
は
、
自
閉

症
、
発
達
障
害
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

達
も
多
く
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
を
、「
ぼ
く
は
道
を
失
っ
た
子
ど

も
達
を
手
助
け
す
る
た
め
に
、
仕
事

を
し
て
き
た
。な
ぜ
な
ら
、
自
分
も
そ

う
だ
っ
た
か
ら
」
と
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

の
中
で
自
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

絵
本
『
て
ん
』

絵
本
『
て
ん
』（
あ
す
な
ろ
書
房
）

の
主
人
公
は
小
学
生
の
ワ
シ
テ
、
絵

を
描
く
授
業
で
、
何
も
描
け
ず
に
い

る
と
、
先
生
が
「
画
用
紙
に
『
点（
て

ん
）』
を
描
い
て
み
て
」
と
話
し
か
け

ま
す
。「
点
ぐ
ら
い
か
け
る
さ
」
と
、

彼
女
は
「
点
」
を
画
用
紙
の
真
中
に

一
つ
描
く
と
、
先
生
は
「
次
に
サ
イ

ン（
名
前
）
を
右
下
に
描
い
て
く
れ

る
？
」
に
言
い
ま
す
。
彼
女
は
「
サ

イ
ン
く
ら
い
書
け
る
さ
」
と
、
自
分

の
名
前
を
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て

翌
週
、
同
じ
授
業
で
美
術
室
に
行
く

と
、
先
生
の
机
の
後
ろ
の
壁
に
、
彼

女
の
描
い
た
サ
イ
ン
入
り
の
「
点
」

が
、
金
縁
の
額
に
入
っ
て
飾
ら
れ
て

い
た
の
で
す
。

も
っ
と
い
い
点
が
描
け
る
わ
と
、

彼
女
は
初
め
て
絵
の
具
の
箱
を
開

け
、
色
や
大
き
さ
の
違
う
点
を
描

き
、
展
覧
会
を
開
く
ま
で
に
な
る
の

で
す
。
そ
し
て
そ
の
展
覧
会
に
来
た

子
ど
も
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
彼
女

が
言
う
「
サ
イ
ン
し
て
」
の
言
葉
が

心
に
刺
さ
り
ま
す
。

絵
本
『
っ
ぽ
い
』

次
の
絵
本
の
主
人
公
も
、
絵
を
描

く
こ
と
が
大
好
き
な
少
年
で
す
。
毎

日
、
モ
ノ
を
見
て
は
絵
を
、
何
枚
も

描
い
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
花
瓶

に
生
け
て
あ
る
花
束
を
描
い
て
い
る

と
、
そ
れ
を
見
て
い
た
お
兄
さ
ん
が

「
ち
っ
と
も
似
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
っ
て
、
大
笑
い
し
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
な
絵
を
描
い
て

も
、
お
兄
さ
ん
の
笑
い
声
が
頭
の
中

で
響
き
始
め
て
し
ま
い
、
描
い
て
は

そ
の
紙
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
、
し

ま
い
に
は
「
も
う
絵
を
描
く
の
を
や

め
よ
う
」
と
思
っ
た
の
で
す
。
す
る

と
、
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
た
絵
を
、

妹
が
拾
っ
て
彼
女
の
部
屋
に
持
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。
追
い
か
け
て
妹

の
部
屋
に
入
る
と
、
彼
が
く
し
ゃ
く

し
ゃ
に
し
た
絵
が
、
皺
を
の
ば
し
た

状
態
で
、
壁
一
面
に
貼
っ
て
あ
り
ま

し
た
。
妹
が
そ
の
中
の
一
枚
を
指
さ

し
て
「
私
は
、
こ
の
絵
が
好
き
」
と

言
っ
た
先
に
は
、
お
兄
さ
ん
が
「
似

て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
た
絵

が
あ
っ
た
の
で
す
。題
名
が
何
故『
っ

ぽ
い
』
な
の
か
は
、
是
非
、
ご
自
分

で
確
認
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

絵
本
『
す
て
き
な
テ
ー
ブ
ル
』

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
父
・
母
・

兄
・
妹
の
四
人
家
族
の
食
卓
が
舞

台
で
す
。
主
人
公
の
妹
が
幼
い
時
に

は
、
家
族
四
人
で
毎
日
、
会
話
、
食

事
を
す
る
た
め
に
囲
ん
で
い
た
テ
ー

ブ
ル
。
そ
の
利
用
頻
度
が
極
端
に

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん

は
部
屋
で
テ
レ
ビ
、
お
母
さ
ん
は
ス

マ
ホ
、
兄
さ
ん
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に

没
頭
し
て
い
る
た
め
で
す
。
そ
の
こ

と
を
憂
い
た
妹
は
、
前
に
み
ん
な
で

囲
ん
で
い
た
テ
ー
ブ
ル
が
段
々
小
さ

く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
気
づ
い
た
の

で
す
。
そ
し
て
妹
が
父
、
母
、
兄
に

お
こ
な
っ
た
提
案
は
、
三
人
に
大
切

な
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
で

す
。
是
非
、
ご
一
読
を
！

星
川
安
之

絵本作家、ピーター・レイノルズが描く世界

『てん』

『すてきなテーブル』
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は
じ
め
に

「
ブ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
カ
フ
ェ
」
は
、
神

保
町
に
２
０
１
７
年
に
開
店
し
た
子

ど
も
の
絵
本
専
門
店
で
す
。
扉
を
開

け
る
と
中
央
部
に
カ
フ
ェ
、
そ
し
て

棚
に
は
１
万
冊
を
超
え
る
蔵
書
が
並

ん
で
い
ま
す
。
店
長
の
茅ち

の野
由ゆ

き紀
さ

ん
に
、
絵
本
と
共
生
社
会
に
つ
い
て

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

共
生
社
会
に
関
す
る
絵
本

店
内
か
ら
共
生
社
会
に
関
す
る
絵

本
を
約
30
冊
、
選
ん
だ
く
れ
た
茅
野

さ
ん
に
、「
お
勧
め
の
１
冊
は
？
」
と

尋
ね
る
と
、『
せ
か
い
の
ひ
と
び
と
』

（
ピ
ー
タ
ー
・
ス
ピ
ア
ー
著　

松ま
つ
か
わ川

真ま
ゆ
み弓

訳　

評
論
社　

１
９
８
２
）を

あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ
の
絵
本
は

障
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
題
名
の
通
り
、
あ
ら

ゆ
る
髪
の
毛
や
肌
の
色
、
鼻
や
耳
の

形
、
装
飾
、
文
化
、
食
べ
物
な
ど
実
に

多
様
な
人
々
が
住
ん
で
い
る
こ
と
が

伝
わ
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
完

璧
で
は
な
い
に
せ
よ
、
誠
実
な
意
思

を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
が
伝
わ

り
ま
す
。
共
生
社
会
に
入
っ
て
い
く

「
目
次
」
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
カ
フ
ェ
の
役
割

こ
の
店
に
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

関
心
を
持
っ
た
方
が
多
く
来
ら
れ
る

印
象
で
す
。
絵
本
が

「
目
次
」
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
は
、

多
様
な
世
代
の
人
た

ち
が
来
た
く
な
る
店

に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、

「
バ
ー
」
の
存
在
は
、

大
き
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
バ
ー
の
責
任

者
は
、
今い
ま
も
と本
義よ
し
こ子
社
長

で
す
。
出
版
社
は
も
ち

ろ
ん
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
マ

ス
コ
ミ
な
ど
業
種
に
関

わ
ら
ず
連
日
、
た
く
さ

ん
の
方
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。「
バ
ー
の
お
客
様

は
、
絵
本
目
当
て
で
は

な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
閉
店

後
の
絵
本
売
り
場
に
足
を
運
ば
れ
て

『
あ
れ
、
よ
く
見
る
と
絵
本
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
、
面
白
い
ね
』
と
、
そ
こ
か
ら

絵
本
の
世
界
に
入
っ
て
く
だ
さ
る
方

も
多
く
い
ま
す
。
絵
本
は
世
代
、
性

別
、
国
籍
、
属
性
な
ど
無
関
係
に
み

ん
な
で
楽
し
め
る
も
の
と
い
う
こ
と

を
、
バ
ー
は
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

ま
し
た
」

風
が
で
き
る
場
所
に

「
ま
だ
構
想
段
階
な
ん
で
す
け

ど
、
近
い
将
来
、
ブ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
カ

フ
ェ
が
、
未
来
の
社
会
を
作
っ
て
い

く
中
高
校
生
た
ち
の
居
場
所
に
も
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
日
の
放

課
後
の
時
間
帯
、
中
・
高
校
生
た
ち

が
、
絵
本
に
囲
ま
れ
た
こ
の
場
所
で
、

議
論
や
、
共
同
作
業
を
で
き
る
居
場

所
の
提
供
で
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か

ら
、
新
た
な
共
生
社
会
に
関
係
す
る

絵
本
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
社
会
の
情
報

を
受
け
取
る
と
共
に
、
ブ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

カ
フ
ェ
が
、
社
会
の
新
し
い
風
を
作
る

場
所
に
も
な
れ
る
と
思
い
ま
す
」

今
回
、
茅
野
店
長
の
お
話
を
聞
き

な
が
ら
、
絵
本
の
持
つ
力
の
奥
深
さ
、

可
能
性
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ブ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
カ
フ
ェ
が
作

り
出
す
風
が
、
共
生
社
会
の
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
、
よ
り
多
く

の
場
所
や
人
に
届
く
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

星
川
安
之

「ブックハウスカフェ」
～共生社会の風が生まれるところ～

茅野由紀店長

『せかいのひとびと』
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共
用
品
推
進
機
構
が
幼
児
向
け

に
、「
共
用
品
を
知
る
絵
本
」
を
作
成

し
た
の
は
今
か
ら
18
年
前
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
ま
で
、
小
学
生
以
上
を
対

象
と
し
た
「
小
冊
子
」
や
、
指
導
者

向
け
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し

配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
幼
児
向
け

の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

幼
稚
園
、
保
育
園
の
先
生
方
の
声

か
ら
幼
児
向
け
絵
本
が
誕
生

２
０
０
５
年
頃
は
、
す
で
に
小
学

校
で
「
共
用
品
」
を
取
り
入
れ
た
授

業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
学
校
だ
け
で

な
く
教
員
研
修
で
も
、
弊
機
構
職
員

が
講
師
と
し
て
招
か
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
で
の
授

業
が
普
及
す
る
に
連
れ
、
そ
の
必
要

性
は
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
ま

で
広
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
幼
稚
園

や
保
育
園
の
先
生
方
か
ら
も
、「
小

学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
に
な
る
と
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
知
ら
せ
る
教
材
が
あ

り
、
授
業
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
け

れ
ど
、
幼
児
に
伝
え
る
良
い
教
材
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
理
解
す
る
た
め
の
第
一
歩

と
し
て
、
幼
児
に
も
わ
か
る
教
材
が

あ
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど（
『
イ
ン

ク
ル
』
第
35
号
よ
り
）」
と
ご
相
談

を
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
教
材
と
い
っ
て
も
様
々
な
種

類
が
あ
る
の
で
、
何
が
良
い
か
調
査

し
、
一
番
ニ
ー
ズ
の
あ
っ
た
「
読
み

聞
か
せ
の
た
め
の
絵
本
」
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

絵
本
の
内
容
は
、
共
用
品
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
た
２
本
の

動
画
「
ぞ
う
く
ん
と
し
ゃ
ん
ぷ
ー
」、

「
ぞ
う
く
ん
と
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
ぱ
っ

く
」
の
イ
ラ
ス
ト
と
文
章
を
絵
本
用

に
編
集
し
、『
ぞ
う
く
ん
の
さ
わ
っ

て
わ
か
る
ぞ
う
』
と
し
て
発
行
し
ま

し
た
。
こ
の
絵
本
は
編
集
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
多
く
の
園
や
小
学
校

に
配
布
し
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
ぞ
う
く
ん
の
さ
わ
っ
て
わ
か
る
ぞ

う
』
が
触
れ
な
い
？

そ
れ
か
ら
３
年
が
経
っ
た
２
０
０
８

年
の
あ
る
日
、
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も
達
に
読
み
聞
か
せ
を
し
た
後
の

こ
と
で
し
た
。
一
人
の
児
童
が
近
付

い
て
き
て
表
紙
を
触
り
始
め
た
の
で

す
。「
さ
わ
れ
な
い
」
そ
う
言
っ
て
私

を
見
つ
め
ま
し
た
。
別
の
読
み
聞
か

せ
の
場
面
で
も
、
絵
本
の
表
紙
や
中

身
を
開
い
て″
触
れ
る
部
分
〟
を
探

す
子
ど
も
達
の
姿
を
頻
繁
に
目
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

元
々
こ
の
絵
本
は
、
主
人
公
の

「
ぞ
う
く
ん
」
が
、
シ
ャ
ン
プ
ー
の
き

ざ
み
や
牛
乳
パ
ッ
ク
の
切
欠
き
に

気
付
い
て
い
く
物
語
な
の
で
、
絵
本

自
体
は
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。早
速
、
手
元
に
残
っ

て
い
た
絵
本
す
べ
て
に
点
字
と
触
図

を
付
け
再
配
布
し
ま
し
た
。
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
通
じ
て
、
触
っ
て
知
る

こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
子
ど
も
達
の

言
葉
や
行
動
が
「
触
っ
て
わ
か
る
絵

本
」
の
誕
生
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
課
題
を
乗
り
越
え
る
手
が

か
り
に
な
る

児
童
文
学
者
の
松ま
つ
い居
友と
も

さ
ん
は

著
書1

の
中
で
、「
絵
本
を
読
ん
で
も

ら
っ
た
そ
の
体
験
が
、
大
人
に
な
る

0

0

0

0

0

と
い
う
子
ど
も
に
と
っ
て
大
変
難
し

い
課
題
を
乗
り
こ
え
て
く
る
た
め
の

1　
『
わ
た
し
の
絵
本
体
験
』（
教
文
館
）

重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
」
こ
と
を

伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
体
験

は
、「
ふ
だ
ん
は
思
い
出
さ
れ
ず
に

心
の
底
に
眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
の
で
す
が
、
眠
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
見
え
て
、
実
は
た
え
ず
生
き
て

い
て
、
日
常
生
活
の
物
事
や
行
動
に

強
く
働
き
か
け
て
い
る
の
で
す
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
紹
介
し
て
い
る
絵
本
を
始

め
多
く
の
絵
本
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
生
き
る
人
々
が
生
き
や
す
く
な

る
た
め
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も
達
が

良
い
絵
本
を
見
聞
き
し
た
り
、
触
っ

た
り
す
る
機
会
が
も
っ
と
増
え
れ
ば

よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。森も

り
か
わ川
美み

わ和

共用品推進機構幼児向け絵本第１号
『ぞうくんのさわってわかるぞう』の誕生を振り返って

『ぞうくんのさわってわかる
ぞう』表紙（点字・触図付き）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
広
報
活
動
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
ぞ
う
く
ん
の
さ
わ
っ
て
わ
か
る
ぞ
う
」の
動
画
と

テ
キ
ス
ト
版
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.kyoyohin.org/ja/publicity/
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点訳ふれあい文庫
「
点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
」

東
京
都
杉
並
区
で
行
わ
れ
た
西

荻
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
は
、
障
害
の

有
無
に
関
わ
り
な
く
共
に
使
え
る

製
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
地
域
住

民
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の

コ
ー
ナ
ー
の
一
角
に
「
点
字
つ
き
さ

わ
る
絵
本
」
10
冊
が
並
ん
だ
。
10
冊

と
も
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
ど
の
絵
本
に
も
言
葉
に
は

点
字
が
、
絵
は
透
明
な
樹
脂
で
盛
り

上
が
り
触
っ
て
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。「
お
母
さ
ん
！
こ
の
『
ぐ
り

と
ぐ
ら
』
の
絵
本
、
私
が
小
さ
い
時
、

お
母
さ
ん
、
読
ん
で
く
れ
た
よ
ね
、

あ
っ
！
点
字
が
つ
い
て
る
！　

絵
も

触
っ
て
分
か
る
！
」
の
会
話
も
２
日

間
で
多
く
聞
か
れ
た
。

こ
の
「
点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
」
を

出
版
社
が

発
行
し
、

一
般
書
店

や
図
書
館

で
購
入
し

た
り
読
め

る
よ
う
に

な
っ
て
い

る
の
に
は
、一
人
の
全
盲
の
お
母
さ
ん

の
願
い
と
あ
き
ら
め
な
い
が
原
点
と

な
っ
て
い
る
。

き
っ
か
け

岩い
わ
た田

美み

つ

こ
津
子
さ
ん
は
幼
い
頃
、
先

天
性
緑
内
障
を
患
い
、
強
度
の
弱
視

と
な
り
10
代
で
全
盲
と
な
っ
た
。
障

害
は
あ
れ
ど
、
母
親
の
教
育
方
針
と

彼
女
の
生
活
に
は
「
あ
き
ら
め
る
」

と
い
う
思
考
が
な
く
、
見
え
る
子
ど

も
達
と
同
じ
よ
う
に
遊
び
ま
わ
り
、

良
く
学
ん
だ
。
学
校
で
は
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
資
格
を
と
る
も
一
般
病
院

に
勤
務
、
１
９
７
５
年
、
同
じ
障
害

を
持
つ
ご
主
人
と
結
婚
、
２
人
の
息

子
を
授
か
っ
た
。

彼
女
の「
あ
き
ら
め
な
い
」
に
火
を

つ
け
た
の
は
、
息
子
の
「
お
母
さ
ん
、

こ
の
絵
本
読
ん
で
」
の
一
言
だ
っ
た
。

小
説
で
あ
れ
ば
文
字
だ
け
な
の
で
、

そ
の
文
字
を
点
字
に
し
た
も
の
が
あ

れ
ば
、
子
ど
も
達
に
読
ん
で
聞
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
絵

本
の
絵
は
、
彼
女
に
と
っ
て
は
触
っ

て
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

た
。「
あ
き
ら
め
な
い
」
彼
女
は
す
ぐ

に
目
の
見
え
る
友
人
に
相
談
し
、
絵

本
の
絵
の
部
分
を
、
透
明
な
シ
ー
ト

で
同
じ
形
に
切
っ
て
、
平
で
ツ
ル
ツ

ル
の
絵
の
上
に
貼
っ
て
も
ら
い
、
文

字
も
透
明
な
シ
ー
ル
に
点
字
を
う

ち
、
文
字
が
あ
る
と
こ
ろ
に
貼
っ
て

も
ら
っ
た
。
長
男
が
５
才
、
次
男
が

２
才
の
時
、２
人
の
息
子
は
初
め
て
、

母
親
の
膝
の
上
で
、
母
親
に
絵
本
を

読
ん
で
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
息
子

２
人
の
興
味
は
、
１
冊
で
終
わ
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
希
望
に
周
り
の
仲

間
も
答
え
、
10
冊
、
20
冊
、
50
冊
そ

し
て
１
０
０
冊
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵

本
を
、
岩
田
さ
ん
は
息
子
に
繰
り
返

し
読
ん
で
聞
か
せ
た
。
母
の
膝
だ
っ

た
聞
く
場
所
が
、
身
体
の
成
長
に
よ

り
、
母
親
の
横
へ
と
移
り
、
１
０
０

冊
に
な
っ
た
時
に
は
、
絵
本
か
ら
卒

業
の
年
齢
に
な
っ
て
い
た
。

点
訳
ふ
れ
あ
い
文
庫
の
発
足

そ
こ
で
彼
女
が
考
え
た
の
は
、
点

訳
絵
本
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、

自
分
だ
け
で
は
な
い
は
ず
、
１
０
０

冊
の
本
を
全
国
の
ど
こ
か
で
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
に
無
料
で
貸

し
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
つ
ネ
ッ

ク
に
な
っ
た
の
は
、
郵
送
料
。
点
字

書
籍
で
あ
れ
ば
無
料
と
な
る
が
、
絵

本
は
、
目
の
見
え
る
人
も
利
用
で
き

る
と
の
理
屈
で
、
無
料
で
は
な
か
っ

た
。
こ
こ
で
も
、「
あ
き
ら
め
な
い
」

岩
田
さ
ん
は
、
何
度
も
行
政
と
か
け

あ
い
、
無
料
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
現

在
、
岩
田
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
て
ん
や
く
絵
本

ふ
れ
あ
い
文
庫
で
は
、
約
１
万
冊
を

所
有
し
、
年
間
約
５
０
０
０
冊
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
２
０
０
２
年
に
は
、「
点

字
つ
き
絵
本
の
出
版
と
普
及
を
考
え

る
会
」
が
設
立
さ
れ
、
出
版
社
の
壁

を
越
え
、
技
術
、
販
路
、
コ
ス
ト
の

検
討
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
成
果
が
、

冒
頭
の
、
一
般
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
点

字
付
き
触
る
絵
本
が
展
示
さ
れ
る

も
と
と
な
っ
て
い
る
。
岩
田
さ
ん
の

「
あ
き
ら
め
な
い
」
は
、
世
の
中
の
バ

リ
ア
を
、
共
感
を
得
な
が
ら
、
丁
寧

に
一
つ
一
つ
な
く
し
て
き
た
の
で
あ

る
。

星
川
安
之

『ぐりとぐら』
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ディック・ブルーナの絵本から広がる世界と勇気と元気
水
み と が わ

戸川真
ま ゆ み

由美

36
年
ほ
ど
前
、
私
が
出
会
っ
た
育

児
書
の
表
紙
に
は
、
ブ
ル
ー
ナ
さ

ん
の
絵
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ブ

ル
ー
ナ
さ
ん
と
の
最
初
の
出
会
い
は

絵
本
で
は
な
く
育
児
書
だ
っ
た
の
で

す
。
私
は
そ
の
頃
、
出
産
時
の
仮
死

で
脳
性
ま
ひ
に
な
っ
た
娘
の
育
児

に
、『
自
分
だ
け
が
ど
う
し
て
こ
ん

な
目
に
遭
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
か
』
と
落
ち
込
む
日
々
で
し
た
。

表
紙
の
絵
に
引
っ
張
ら
れ
、
読
ん
で

み
よ
う
と
思
っ
た
の
が
『
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
─
心
配

し
て
い
る
パ
パ
と
マ
マ
へ
の
贈
り

物
』（
中な
か
む
ら村
安や
す
ひ
で秀
著
／
主
婦
の
友
社

／
１
９
８
６
年
）と
い
う
本
で
し
た
。

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
赤

ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
た
マ
マ
達
の
気
持

ち
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
私
の
想
い
を
代
弁
し
て
く
れ
る

か
の
よ
う
に
、
そ
れ
そ
れ
、
そ
う
な

ん
だ
よ
〜〜

、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、
な
ど
、
私
だ
け
で
は

な
い
の
だ
と
、
少
し
被
害
者
意
識
が

薄
ら
い
だ
大
切
な
育
児
書
に
な
り
ま

し
た
。
挿
絵
は
全
て
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん

の
も
の
で
優
し
さ
、
希
望
、
楽
し
さ
、

人
物
、
植
物
、
い
ろ
ん
な
絵
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
車
椅
子
の
女
の
子

の
デ
ザ
イ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
の
動

画
を
見
ま
し
た
。
友
達
３
人
が
ボ
ー

ル
遊
び
を
し
て
い
る
と
、
車
椅
子
に

乗
っ
た
女
の
子
「
ロ
ッ
テ
ち
ゃ
ん
」

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
予
想
に
反

し
、
女
の
子
は
ボ
ー
ル
遊
び
が
と
っ

て
も
上
手
。
４
人
は
す
ぐ
仲
良
し
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
日
本
に
は

こ
の
絵
本
が
な
か
っ
た
の
で
、
オ
ラ

ン
ダ
に
行
っ
た
知
人
に
購
入
し
て
も

ら
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
頭
の

中
の
記
憶
に
よ
く
似
た
挿
絵
が
あ
っ

た
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。
あ
の

育
児
書
に
描
か
れ
て
い
た
車
椅
子
の

女
の
子
で
し
た
。

「
ロ
ッ
テ
ち
ゃ
ん
」
と
再
会
し
た

後
、
元
気
に
な
れ
る
車
椅
子
マ
ー
ク

（
子
ど
も
用
の
車
椅
子
マ
ー
ク
）
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
、
夢
を
描
き
続

け
て
い
た
あ
る
日
、
子
ど
も
服
メ
ー

カ
ー
の
社
長
さ
ん
と
の
出
会
い
が
、

ロ
ッ
テ
を
起
用
し
た
車
椅
子
マ
ー
ク

「
車
椅
子
で
す
よ
っ
ワ
ッ
ペ
ン
」
の

誕
生
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が
こ

の
マ
ー
ク
を
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た

が
、
肝
心
な
お
話
の
絵
本
が
日
本
に

は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

福
音
館
書
店
さ
ん
に
話
し
、
念
願

叶
っ
て
２
０
１
６
年
３
月
に
『
ろ
っ

て
ち
ゃ
ん
』（
デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー

ナ
文
・
絵
、
ま
つ
お
か 

き
ょ
う
こ
訳

／
福
音
館
書
店
）が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。（
そ
の
と
き
の
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。

https://w
w

w
.fukuinkan.co.jp/m

ail_

m
agazine/sam

ple_vol208.htm
l 

）

こ
の
お
話
の
な
か
で
展
開
す
る
関

わ
り
方
は
、
見
た
目
で
は
な
い
。
そ

し
て
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も

そ
こ
に
は
境
界
線
を
な
く
す
る
こ

と
で
、
お
互
い
が
見
え
て
く
る
、
と

い
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

「
あ
し
た
ま
た
あ
お
う
ね
」
で
さ

よ
な
ら
す
る
子
ど
も
達
、
知
る
と
言

う
こ
と
の
勇
気

も
感
じ
る
の
で

す
。
声
か
け
に

く
い
な
〜
、
な

ん
て
こ
と
も
日

常
に
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
よ
ね
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
関
わ
り
が
持
て
る
時
間

を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も

多
く
、
こ
こ
ろ
の
ボ
ー
ダ
ー
を
超
え

た
対
話
の
世
界
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

こ
の
２
月
か
ら
、
東
京
で
は
都
営

電
車
の
「
子
育
て
応
援
ス
ペ
ー
ス
」

に
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
に
配
慮
し
、

車
椅
子
に
乗
っ
た
女
の
子「
ロ
ッ
テ
」

が
登
場
す
る
絵
本
を
題
材
と
し
た
デ

ザ
イ
ン
装
飾
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ

の
デ
ザ
イ
ン
の
絵
本
は
ど
ん
な
お
話

な
の
か
？
と
大
い
に
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

h
ttp

s://w
w

w
.m

etro
.to

kyo
.

lg
.jp

/to
sei/h

o
d

o
h

ap
p

yo
/

press/2023/02/20/18.htm
l

車椅子ですよっワッペン

地下鉄の電車（子育て応援スペース）
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キーワードで考える共用品講座 第１３３講
「絵本と共生社会」

日本福祉大学 客員教授・共用品研究所 所長　後
ご と う

藤芳
よしかず

一

１
．「
絵
本
」
と
「
え
ほ
ん
」

絵
本
は
ふ
つ
う
、
子
ど
も
の（
対

象
）、
発
達
や
発
育
を
促
す
た
め（
目

的
）、
人
や
自
然
の
あ
り
方
を（
内
容
）、

絵
に
短
い
文
章
を
添
え（
形
式
）、
紙
な

ど
の
２
次
元
で（
媒
体
）
提
供
さ
れ
る

（
Ｘ
）。

一
方
、
大
人
も
読
む（
対
象
）、
発
達

だ
け
で
は
な
い（
目
的
）、
受
け
手
の

熟
度
が
く
み
取
る
中
身
を
深
め
る（
内

容
）、
創
作
・
口
頭
で
物
語
り
を
続
け

る
、
デ
ジ
タ
ル（
絵
本
）
投
稿
サ
イ
ト

（
形
式
・
媒
体
）な
ど
が
広
が
る（
Ｙ
）。

こ
こ
で
は
、
伝
統
的
で
狭
義
で
あ
る

Ｘ
を
「
絵
本
」、
Ｘ
を
含
ん
で
外
へ
広
が

る
Ｙ
を
「
え
ほ
ん
」
と
呼
ぶ（
同
じ
目

的
で
、
日
本
福
祉
大
学
は
「
福
祉
」
と

「
ふ
く
し
」
を
分
け
て
用
い
て
い
る
）。

２
．「
絵
本
」
と
共
生
社
会

（
内
容
）
自
体
が
直
接
・
間
接
に
共

生
社
会
を
扱
い
、（
形
式
・
媒
体
）
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
共
用
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
本
号
に
多
く
の
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
は
自
ら
発
達
・
成
長
す
る
力

を
も
つ
。
周
り
に
で
き
る
の
は
、
刺
激

や
環
境
を
提
供
し
て
子
ど
も
自
身
の
力

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
。
絵
本
は
①
好
奇

心
に
応
え
・
呼
び
起
こ
し
、
②
人
が
本

性
と
し
て
持
つ
資
質
、
感
性
、
倫
理
観

を
開
か
せ
る
。

知
識
に
頼
ら
な
い
分
、
感
覚
で
抽
象

と
往
き
来
で
き
る（
例
：
お
お
か
み
は

し
ん
だ
→
悪
は
懲
ら
し
め
ら
れ
た
）。

表
現
が
説
明
的
で
な
く
、「
あ
る
と
こ

ろ
に
…
」
で
読
み
手
に
想
像
で
補
わ

せ
、
絵
と
文
章
を
完
全
に
一
致
さ
せ
な

い
、
寓
話
や
擬
人
化
を
通
じ
て
、「
こ
こ

ろ
と
は
」「
自
然
と
は
」
と
人
や
社
会
の

深
み
に
分
け
入
っ
て
い
く
。
普
遍
性
が

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
齢
や
国
を
超

え
て
読
ま
れ
る
。
そ
の
過
程
で
自
然
に

共
生
を
実
現
し
て
い
る
。

３
．「
え
ほ
ん
」
と
共
生
社
会

地
域
の
伝
承
、
宗
教
や
文
化
、
夢
、

古
典
、
風
刺
や
座
興
な
ど
、
絵
と
文
字

を
用
い
る
活
動
は
広
い（
目
的
）。
絵
を

用
い
る
こ
と
で
抽
象
的
な
概
念
を
伝

え
や
す
い（
内
容
）。
文
字
文
化
の
外
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る（
例
：
鳥
獣
人

物
戯
画
）（
形
式
）。
絵
本
は
こ
う
し
た

素
材
の
宇
宙
か
ら
、
目
的
に
合
わ
せ
て

編
成
・
編
集
・
翻
案
さ
れ
る（
創
作
で

あ
っ
て
も
、
作
者
の
心
の
深
み
に
は
、

過
去
か
ら
の
思
想
、
価
値
、
倫
理
観
が

底
流
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
）。
い
わ

ば
絵
本
は
、
縛
り（
例
：
子
ど
も
や
発

達
）の
も
と
で
、
素
材
の
宇
宙
か
ら
切

り
出
し
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。

素
材
の
宇
宙
が
、
冒
頭
に
定
義
し
た

「
え
ほ
ん
」
と
重
な
る
。
で
は
、
え
ほ
ん

が
作
ら
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
何
か
。
素

材
を
創
る
活
動
の
原
点
は
、
目
的
や
受

け
手
の
存
在
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な

く
、
自
分
の
心
が
表
現
し
、
発
信
し
よ

う
と
す
る
こ
と
自
体
を
動
機
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ば

自
動
詞
で
あ
り
、
一
人
称
と
し
て
の
営

み
で
あ
る
。

共
生
社
会
と
え
ほ
ん
の
関
係
は
ど
う

か
。
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
一
例
で
あ

る
。
直
訳
は
「
生
の
芸
術
」、
正
規
の
美

術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
に
よ
る
芸

術
と
さ
れ
る
。「
人
知
れ
ず 

表
現
し
続

け
る
者
た
ち
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
）

は
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
な
ど
の
絵
画

や
工
芸
を
紹
介
し
て
い
る
。
見
せ
る
た

め
、
で
は
な
い
創
作
が
、
作
者
の
心
も

よ
う
を
直
接
映
し
出
す
よ
う
な
表
現
を

生
ん
で
い
る
。

４
．「
絵
本
」
と
「
え
ほ
ん
」、
そ
の
先
へ

優
れ
た
絵
本
が
生
ま
れ
る
に
は
、
そ

の
ゆ
り
か
ご
と
な
る
、
素
材
の
宇
宙
を

豊
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
素
材
の
宇

宙
を
豊
か
に
し
、
外
縁
を
拡
げ
る
。
そ

れ
に
は
素
材
を
活
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
素
材
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
寄
与

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

鍵
の
第
１
は
、
自
ら
革
新
を
生
む
。

福
音
館
を
創
業
し
た
松ま

つ
い居

直た
だ
しは

、
古
来

の
絵
巻
を
元
に
絵
が
横
に
流
れ
る
方
式

を
絵
本
に
用
い
た
。流
れ
に
合
う
よ
う
、

横
書
き
を
初
め
て
用
い
た
。
第
２
は
、

よ
い
素
材
を
生
み
だ
す
の
に
必
要
な
、

豊
か
な
心
を
育
む
。
生
ま
れ
持
っ
た
直

感
と
抽
象
へ
の
感
性
を
、
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
失
わ
な
い
こ
と
。
そ
れ

に
は
子
ど
も
の
う
ち
に
し
か
築
け
な
い

土
台
が
あ
る
。「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」

の
作
者
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
は
「
初
め

て
家
庭
を
離
れ
、
学
校
に
行
く
時
期
、

安
心
し
て
い
ら
れ
る
家
、
遊
び
と
感
覚

の
世
界
か
ら
、
理
性
と
抽
象
、
秩
序
と

規
律
の
世
界
へ
。
何
と
い
う
深
淵
を
子

ど
も
た
ち
は
超
え
ね
ば
な
ら
な
い
か
。

私
の
本
が
そ
の
大
き
な
溝
に
か
か
る
橋

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
」
と

い
う
。

自
ら
革
新
に
寄
与
し
、
次
の
代
が
心

を
育
み
つ
つ
繋
い
で
い
く
。
よ
い
本
性

を
深
く
耕
す
こ
と
で
、
共
生
社
会
が
磨

か
れ
て
い
く
。
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障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
い
っ

し
ょ
に
働
く
農
園
を
描
い
た
絵
本

『
め
ね
ぎ
の
う
え
ん
の
ガ
・
ガ
・
ガ
ー

ン
！
』（
著
：
多
屋
光
孫
、
発
行
：

合
同
出
版
）。
こ
の
物
語
は
、
静
岡
県

浜
松
市
に
あ
る
京
丸
園（
代
表 

鈴す
ず
き木

厚あ
つ
し志
氏
）で
の
実
話
を
も
と
に
し
て

い
る
。
同
園
は
創
業
お
よ
そ
４
０
０

年
。
そ
の
歴
史
は
江
戸
時
代
か
ら
始

ま
る
。

『
イ
ン
ク
ル
』
１
３
７
号
で
は
こ

の
絵
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
た
が
、
今
号
で
は

２
０
２
１
年
12
月
の
絵
本
出
版
後
、

京
丸
園
に
起
き
た
出
来
事
を
お
伝
え

し
た
い
。

絵
本
の
ス
ト
ー
リ
ー

こ
の
絵
本
の
内
容
を
大
ま
か
に

紹
介
し
よ
う
。
１
９
９
６
年
の
あ
る

日
、
特
別
支
援
学
校
の
先
生
が
、「
う

ち
の
生
徒
を
こ
こ
で
働
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
京
丸
園
に
頼
み
に
来
た
。
代

表
の
鈴
木
氏
は
、
障
害
の
あ
る
人
が

働
く
の
は
無
理
だ
と
一
度
は
断
っ

た
。
し
か
し
そ
の
先
生
は
、
技
術
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
農
作
業
を
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
や
す
や
す
と

や
っ
て
の
け
た
。
実
際
に
生
徒
を
採

用
す
る
と
、
想
定
外
の
良
い
こ
と
が

次
々
に
起
き
て
、
写
真
の
と
お
り
、

大
勢
の
人
が
働
く
農
園
に
な
っ
た
。

絵
本
出
版
後
の
出
来
事

絵
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
ど
ん
な

出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
、
鈴
木
氏
と

妻
の
緑
み
ど
り

さ
ん
に
伺
っ
た
。

・
絵
本
出
版
後
の
２
０
２
２
年
、
芽

ね
ぎ
の
売
り
上
げ
が
大
き
く
上
昇
。

・
現
在
、
農
業
大
学
、
農
業
高
校
の

図
書
館
に
絵
本
が
置
か
れ
て
い
る
。

・
あ
る
３
歳
の
女
の
子
が
、
ま
だ
赤

ち
ゃ
ん
の
妹
に
読
み
聞
か
せ
を
始
め

た
。

・
絵
本
を
見
た
80
歳
の
人
が
農
園
で

働
き
た
い
と
応
募
し
て
き
た
。
※
通

勤
距
離
が
長
い
た
め
、
こ
の
時
は
採

用
に
至
ら
ず
。

絵
本
を
出
版
し
た
こ
と
で
芽
ね
ぎ

の
売
り
上
げ
が
伸
び
、
将
来
、
農
業

の
担
い
手
と
な
る
学
生
た
ち
に
障
害

者
雇
用
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
。

ま
た
、
子
ど
も
に
読
書
へ
の
興
味
を

持
た
せ
、
80
歳
以
上
の
人
の
就
業
意

欲
向
上
に
貢
献
し
た
。

人
に
自
慢
で
き
る
職
場

も
う
一
つ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

・
パ
ー
ト
従
業
員
が
、
自
分
の
子
ど

も
に
絵
本
を
見
せ
て
「
こ
こ
で
働
い

て
る
ん
だ
よ
」
と
自
慢
し
、
友
人
を

パ
ー
ト
に
勧
誘
し
た
。

自
分
の
職
場
を
誇
ら
し
く
思
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
初
め

て
支
援
学
校
の
生
徒
を
採
用
し
た
時

は
、
指
示
さ
れ
な
く
て
も
誰
か
が
そ

の
子
の
苦
手
な
こ
と
を
見
つ
け
、
う

ま
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
い
う
。
こ
こ

で
は
働
く
人
に
合
わ
せ
て
作
業
方
法

を
変
え
、
誰
か
に
我
慢
や
犠
牲
を
強

い
た
り
し
な
い
。
そ
ん
な
職
場
だ
か

ら
こ
そ
、
一
緒
に
働
こ
う
と
人
を
誘

い
た
く
な
る
。

障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
し
て
し
っ

か
り
利
益
を
出
す
。
絵
本
を
出
版
し

て
も
し
な
く
て
も
、
京
丸
園
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
は
変
わ
ら
な
い
。こ
れ
か

ら
も
、
働
く
人
た
ち
が
誇
り
を
持
て

る
職
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

金か
な
ま
る丸
淳じ
ゅ
ん
こ子

「めねぎのうえん」のその後

京丸園で働く人たち（絵本・集合写真）
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良かったこと調査の本
は
じ
め
に

３
月
29
日
に
、『「
良
か
っ
た
こ
と

探
し
」
か
ら
始
め
る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

社
会 

障
害
の
あ
る
人
の
日
常
か
ら
ヒ
ン

ト
を
探
る
』
が
、
小
学
館
か
ら
出
版
さ

れ
ま
す
。
こ
の
本
で
伝
え
た
か
っ
た

こ
と
は
、
共
用
品
推
進
機
構
が
障
害

の
あ
る
人（
以
下
障
害
者
）、
高
齢
者

に
対
し
て
２
０
１
３
年
か
ら
行
っ
て

き
た
「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
の
「
良

か
っ
た
点
」
で
す
。

背
景１

９
９
１
年
、
共
用
品
推
進
機
構

の
前
身
で
あ
る
市
民
団
体
「
Ｅ
＆
Ｃ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
多
く
の
障
害
者

に
行
っ
て
き
た
「
日
常
生
活
に
お
け

る
不
便
さ
調
査
」
の
結
果
は
、
官
民

問
わ
ず
多
様
な
機
関
に
所
属
す
る
数

多
く
の
人
た
ち
及
び
個
人
に
届
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
人
の
目

か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
、
不
便
さ
を
解

決
す
る
検
討
と
共
に
そ
の
検
討
結
果

の
実
践
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
の
種
類
を
触
っ
て
識
別

で
き
る
異
な
る
切
り
欠
き
の
種
類
、

他
の
紙
パ
ッ
ク
飲
料
と
触
っ
て
識
別

す
る
た
め
に
牛
乳
パ
ッ
ク
飲
料
の
開

け
口
と
逆
の
位
置
に
つ
い
た
半
円
の

切
り
欠
き
、
ス
イ
ッ
チ
部
の
オ
ン
側

に
付
け
る
凸
点
、
そ
の
他
の
ス
イ
ッ

チ
に
付
け
る
点
字
表
示
な
ど
は
、
視

覚
障
害
者
へ
の
調
査
か
ら
の
課
題
を

検
討
し
た
結
果
生
ま
れ
て
き
た
工
夫

で
す
。
こ
れ
ら
の
工
夫
は
、
当
時
、
通

商
産
業
省
の
医
療
福
祉
機
器
産
業

室
の
初
代
室
長
だ
っ
た
後
藤
芳
一
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
日
本
産
業
規

格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）と
し
、
さ
ら
に
は
日
本

提
案
の
国
際
規
格
に
も
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
障
害
の
有
無
、
年

齢
の
高
低
等
に
関
わ
ら
ず

使
え
る
共
用
品
の
市
場
規

模
は
、
１
９
９
５
年
で
は

４
８
０
０
億
円
で
し
た
が
、

２
０
２
１
年
は
３
兆
円
と
な

り
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

良
か
っ
た
こ
と
調
査

®

そ
ん
な
背
景
で
始
め
た
の
が
「
良

か
っ
た
こ
と
調
査
」
で
す
。
22
年
間

行
っ
て
き
た
「
不
便
さ
調
査
」
は
モ

ノ（
製
品
・
機
器
）や
コ
ト（
サ
ー
ビ

ス
・
人
的
応
対
）
を
、
マ
イ
ナ
ス
か

ら
ゼ
ロ
に
す
る
役
割
は
果
た
し
て

く
れ
ま
し
た
が
、
ゼ
ロ
か
ら
プ
ラ
ス

に
す
る
役
割
は
担
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ど
う
し
た
ら
、
ゼ
ロ
ま
で

き
た
モ
ノ
・
コ
ト
を
、
プ
ラ
ス
の
方

向
に
進
め
ら
れ
る
か
を
、
障
害
当
事

者
団
体
、
研
究
機
関
、
業
界
機
関
と

共
に
話
し
合
っ
た
結
果
で
て
き
た

案
が
「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
を
行

う
こ
と
で
し
た
。
議
論
の
中
で
は
、

「
良
か
っ
た
事
例
な
ん
て
集
ま
る
の

か
？
」、「
そ
れ
ら
の
事
例
は
、
役
に

立
つ
の
か
？
」
な
ど
の
意
見
も
出
ま

し
た
が
、
１
年
目
の
「
旅
行
に
関
す

る
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
者
か
ら
多
く
の
事
例

が
寄
せ
ら
れ
、
ゼ
ロ
か
ら
プ
ラ
ス
に

方
向
展
開
で
き
る
こ
と
を
実
感
で
き

た
の
で
す
。

そ
の
後
も
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
」、「
医
療
機
関
」、「
自
治
体
」

な
ど
へ
調
査
対
象
を
広
げ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
良
か
っ
た
モ
ノ
・

コ
ト
の
共
有
は
、
さ
ら
に
多
く
の
機

関
で
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
今
回
、
も
っ
と
多
く
の
機

関
の
人
た
ち
に
「
良
か
っ
た
こ
と
調

査
」
に
関
し
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ゼ
ロ
か
ら
プ
ラ
ス
へ
が
多
く
の
分
野

に
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
書
籍
化
を

考
え
た
次
第
で
す
。

そ
の
思
い
を
日
本
児
童
教
育
振
興

財
団
さ
ん
が
受
け
止
め
て
く
だ
さ

り
、編
集
は
小
学
館
社
長
室
の
三み
う
ら浦

高た
か
し志
さ
ん
が
担
当
、的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
出
版
に
至
り
ま
し

た
。書

籍
は
４
部
構
成
、
前
半
の
１
部

と
２
部
で
は
、
良
か
っ
た
コ
ト
・
モ

ノ
の
事
例
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
紹

介
。
後
半
の
３
部
と
４
部
は
、
不
便

さ
や
良
か
っ
た
こ
と
調
査
の
実
際
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
考

慮
し
た
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是

非
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。

星
川
安
之

星
川
安
之
著　
　

  

小
学
館

誰もが安心して暮らせるアクセシブル社会の実現を
30 年以上にわたり目指してきた公益財団法人「共
用品推進機構」。障害の有無や年齢・性別などの違
いに関わらない「必要なもの」、「大切なもの」、「サー
ビス」、それが「共用品」です。

障害のあるなし、年齢、性別にかかわらず、
誰もが安心して暮らせる社会とは……

障害を持つ人達の身近な「困ったこと」
「良かったこと」の実例を紹介。
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の
日
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探
る
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し
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ル
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会

公
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進
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構
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アクセシブル社会』



2023.3.25 16

インクル  第143号

河
か わ べ

辺豊
と よ こ

子さん（朝子さん）が作った道 【事務局長だより】 星川安之

今号の特集「障害を知る本」でも紹介した絵本『朝子さん

の一日』は、1993 年日本児童教育振興財団発行で、小学館

より販売されました。

きっかけは、共用品推進機構の前身である市民団体Ｅ＆Ｃ

プロジェクトが視覚障害者 300 名へ行った調査報告書を多

くの人に知ってもらおうと喜
き た が わ

多川桂
け い こ

子さん（当時ソニーに勤

務）と、河辺豊子さん（全盲）が絵本にすることを計画したこ

とでした。何度も打合せを重ね、視覚障害者の「朝起きてか

ら夜寝るまでの不便・工夫・便利」を、イラスト入りで紹介、

発刊後は、多くの人から「目からウロコが落ちた」と感想が

届き、共生社会づくりの仲間が増えていきました。

同年に銀座のソニービルで行った「共用品の展示会」では、

この絵本を映像化し上映、さらに多くの人に視覚に障害のあ

る人たちのことを伝えることができました。

その後の朝子さんの生活は、河辺さんの手によって書籍

『朝子さんの点字ノート』となり、当時の朝日新聞、白
し ら い

井健
けんさく

策

さんの心にとまり、天声人語で熱く紹介されました。

その河辺さん、数年前から間質性肺炎を患っていました。

１月 31 日に亡くなられました。77 歳でした。筑波大学付属

盲学校の教師であった河辺清隆先生と結婚、二人のお子さん

を授かるもご主人は病で若くして逝去、それ以降は鍼灸、日

本盲人会連合（現 日本視覚障害者団体連合）、日本点字図書

館（日点）で、働きながら二人を育てあげま

した。

『見えなくても愛』は、彼女の半生を自ら

紹介し、浜木綿子さん主演の TV ドラマに

もなり多くの人に見えないとは？を、正確

に伝えました。

私が河辺さんと出会ったのは 40 年前、日点のゲームを楽

しむ会でした。勘のするどい彼女は無類のゲーム好き、二か

月に一度のゲーム会に皆勤だけでなく河辺さん宅にみなで

集まっては、大笑いしながら楽しいひと時を過ごしたもので

す。大笑いしながらも、彼女は常に「社会が、障害のある人た

ちにとって住みやすくなること」を目指していました。

日本玩具協会で 1990 年にはじめた共遊玩具のマークは、

盲導犬をデザイン化したらとの彼女の案で実現しました。そ

の後、障害の有無、年齢の高低に関わりなく共に使いやすい

製品・サービスを普及する市民団体Ｅ＆Ｃプロジェクトでは

パッケージ班を結成し、紙パック牛乳の上部に半円の切り欠

きを付け、他の紙パック飲料と触って識別することを提案し

実現、日本産業規格（JIS）や国際規格（IS）にもなりました。

河辺さんが多くの人と共に作ってきた道は今、障害のある

人たちだけでなく、多くの人が笑顔で歩ける道になっていま

す。

共用品通信
【イベント】（ハイブリッド）
小鳩文化事業団 創立10周年記念イベント（１月13日）

【共用品推進機構 委員会】
第２回新たな日常生活における障害者・高齢者アクセシビリティ配
慮検討小委員会（12月19日）
第２回TC173/SC7国内検討委員会（１月23日）
第２回新たな日常生活における障害者・高齢者アクセシビリティ配
慮検討本委員会（１月26日）
第２回TC159国内検討委員会（１月27日）
第３回アクセシブルサービスJIS原案作成委員会（１月30日）
第２回AD国際標準化委員会（２月３日）

【講義・講演】
ポリテクセンター山形 講座（１月15日、星川）
岡山県 UDアンバサダー養成講座（１月16日、星川）
NACS 消費者講座（１月21日、星川）

網膜色素変性症代表者会議 講演（３月５日、星川）
【報道】
高齢者住宅新聞 ２月８日 現代版『テレビ電話』
高齢者住宅新聞 ３月10日 音声付き体重計
時事通信社 厚生福祉 12月６日 デフリンピック 東京開催決定
時事通信社 厚生福祉 １月24日 初めての入院
時事通信社 厚生福祉 ２月７日 広がるコンビニの指差しシート
時事通信社 厚生福祉 ２月17日 日本網膜色素変性症協会 共用品ＷＧ
シルバー産業新聞 ３月10日 指差シートとボード
新ノーマライゼーション ２月号 コロナ禍での新しい生活様式に関する取り組み
トイジャーナル １月号 奥野かるた店
トイジャーナル ２月号 ランドセル・学生服のリユース
トイジャーナル ３月号 絵本の力
日本ねじ研究協会誌 １月号 しゃがまなくても使えるモノ
福祉介護テクノプラス ３月号 ワークショップ付き共生社会講座
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